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浮 塵 子 考承

平嶋義 宏

Bibliographical study of Fujinshi or Unka 

       Yoshihiro Hirashima

1.

明治以来の害虫関係 の文献には,浮 塵子という語は

主として半翅口のヨコバイ科Jassidae及 びウンカ科

Delphacidaeの 昆虫の総称に用い られ,更 に,近年,ウ

ンカと名の付くもの,例 えばヒシウンカ科Cixiidae,

シマウンカ科Meenoplidae,コ ガシラウンカ科Achi1・

idae,ハ ネナガウンカ科Derbidae,グ ンバイウンカ科

Tropiduchidae及 びマルウンカ科Issidaeな どの昆

虫にも用いられている.ま た明治以来の漢和辞典や国

語辞典等においても,浮塵子 は稲1を加害するウンカの

異名としている.例 えば,本 邦における最も浩1翰な漢

和辞典である諸橋轍次著 「大漢和辞典」(大修館書店,

昭和32年)に は,

浮塵 フヂンOう んかの異名。浮塵子に同じ。

◎ちりほこり。塵埃。

浮塵r一 フヂンシ 轟の名。うんかの異名。

稲を害する鐡。D己 積,浮 塵 予詩序]浮 塵,蛙

類也。レ己棋,浮 塵子詩】可歎浮塵予,繊 埃1喩

此微。[事 物異名録,昆 愚,蛇]長 慶集,蛸

之小而黒者名蝶子,微 不可見,與 塵相浮上下

者,名 浮塵子。

とある.

浮塵予の語源は古 くから指摘 されているとおり,

「元氏長慶集」に求められる.「 元氏長慶集」とは,唐

の詩人元積(779-831)の 詩集であり,そ の詩は平易

をもつて枇に聞えた.い ま 「四部叢山 に収められて

いる 「元氏長慶集」巻第四,古 詩についてみれば次の

とおりである.

灘 子譜
浮塵蟻類也其實微不可見與塵相浮而上下人書

之往桂蒙禦衣自蔽ln∫浮塵1取能通透及人肌膚亦

巣巴蛇鱗中故攻之用前術

* Contribution Ser . 2, No. 220, Entomological 

 Laboratory, Kyushu University.

可歎浮塵子繊埃愉此微寧論隔紗幌井解透綿衣

有毒能成痛無聲不見飛病来隻眼暗何計辮雰罪

(以下二首略)

即ち浮塵は蚊の類であつて,目 に見えぬほど微小な

もので,塵 と共に浮んで上下する昆虫を指したもので

ある.詩 序の終りに 「故攻之用前術」とあるのは,浮

塵子詩のまえに蚊子詩があり,そ の序にのべる方法を

用いよということである.次 に蝶子詩序を引用すれば

次のとおりである.

膜蚊類也其實黒而小不磯紗穀夜伏而書飛聞柏

煙與購香轍去蚊蚊與浮塵皆巴蛇鱗中之細轟耳

故魑人成瘡秋夏不愈膏鍬葉而傅之則差

このように,蚊 子といい浮塵子といい,共 に微小な

双翅目の昆虫を指 したものであつて,決 して近年本邦

で解釈したような稲作害虫のウンカを指したものでは

ない.

このことは,朱 弘復 ・高金聲(1950,中 国 昆 虫 学

報,1(2):257)が 「至於浮塵子,按 其行為,似 懸亦

為Chironomidae.至 於 日人用浮塵子科為Jassidae,

智誤。」と述べるまでもなく,す でにわが先学矢野宗

幹氏(193⑪)が 「頭註國課本草綱目」に

蛸子和名ぶと,一 名ぶゆ学名Simuliumspp.

蛸子 二ぶとヲ充ツぶと科(Simuliidae)二 属

ス,但 シ啓蒙ニハぬかが,又 ぬかごヲ充ツ,

但現時ぬかがヲ蚊子二充ツ,・ぬかがハぶとヨ

リ小形ニシテゆ す りか科(Chironomidae)

二属スルCeratogogonナ リ當否疑ア リ。浮

塵子,啓 蒙ニハうんか(丹 後)ぬ かばい(薩

州)せ せ り(雲 州,肥 前)ナ ル種ヲ充ツ,恐

ラクゆす りか科ノ種ナルガ如シ,木 綱 ノ浮塵

子ハ或ハ此二近カランカ,而 シテ現時ニテハ

皆浮塵子ヲ以テ有吻目二属スルよこばいノ類



(Jassidae,Fulgoridae等)二 充テ,殊 二其

類ノ稲ヲ害スルモノヲ呼ブニ浮塵子ノ名ヲ以

テス,恐 ラク誤用セルモノニシテ厳二浮塵子

トハ全ク別類ナリ。

と考証しているとおりである.ま た,長 谷川仁氏の教

示によれば,名 和昆虫研究所編輯部編第一回全国昆虫

展覧会出品Fl録(全)(iy」 治35年(1902)7月)の 凡

例,pq,漢 ・名と最種に

邦俗ヨコバヒムシに,浮 塵子の漢字を適つる

や日已に久し。是れ実は甚しき誤謬にして,

原 と蚊子をウンカといへるに起り遂にヨコバ

ヒムシの方名ウンカと混同せしより,蚊 子の

浮塵子を取りて,稲 作害虫のウンカに附会せ

しものに係り,其 始めて農書類に見えしは天

保以後にあるが如し.今 四これを改定せんこ

とを期せしも,反 つて読者の迷惑を来さんこ

とを慮り科名にのみ尚ほ浮塵子の名を存置せ

り.ユ看L晩之を全1嚢して,横 蚊鍛若 くは横鐡の

字を用ゐんとす,

とある。これは恐 らく名和靖の執筆になるものと思わ

れるが,こ こに記されていることは卓見というべく,

また天保以降に稲作害虫のウンカに浮塵子という字を

あてたという考えには注意すべきものがある.

ではどうしてこのような 誤用 が 起つたのであろう

か.

末永一 ・巾塚憲次氏(1958)は 「稲ウンカ・ヨコバ

イ類の発生予察に関する綜 説」(農 林省振興局植物1り」

疫課,病 害虫発生予察特別報告第1号)を 著わし,そ

の第1章 末尾に 「ウンカの名称とその語源」なる項目

を設け,「 浮塵子をウンカにあてた起り」について

り1治ll」期 に現われた多くの文 献 を うかがう

と,従 来の蟷またはウンカ ・うんか ・雲霞な

どは一転して浮塵子なる文字に書きあらため

られている。そこで浮塵子の現われた資料を

さかのぼると,渡 辺村男の稿木,『 柳川年表』

の延享2年(1745)の 項に 「浮塵子発生シm

地損耗多シ」と言己載されている。これからみ

ると浮塵子なる文字はかなり古い時代から使

用されていたものとみられ,同 地方付近(佐

賀県)に はフヂンシなる方言も現に使用され

ている 〔昭和4年(1929)の 農林省農務局調

査による〕。しかし村田(1930)に よると 「

浮塵子なる名称の語原は明治十年から十三年

迄の間に,明 治初年の動物学 滑,練 木喜三氏

により創定されたもので」あるとしている。

これに対して長谷川仁氏は 「浮塵子」なる文

字は西暦1578年 明の李時珍によつて著され

た 『本草綱口』虫部,第41巻,蛮 蜜の項 「蛸

子」の説明に

時珍Elく,按 ずるに,元 積長慶集に 「蜀中に
し1いし
虫内」九と呼ぶ小喰・之がゐる.ま た小さくて黒いも
もし

のが蚊 」孔といふがゐる.目 に見えぬほど微小

なもので,塵 と共に浮んで上下 する浮塵子 と

いふがゐる,云 々

とあるに起源をもとめ,さ らにこの著書に基

いて著された小野蘭山[i授,小 野職考士徳録

(享和3年,1803一文化2年,1805)に カ)カ、

わる 「本草綱目啓蒙」巻之三 トし,蛮 忘の項

「納子」の角牟説後半部に

浮塵子ハウンカ丹後ヌカバイ薩州セ、リ肥藺雲州

カツボ土州木サ半分許身黒ク翅白ク首二紮ア

リ箔下二群飛ス或パー上一 ド春ク状ノ如シ或

ハ旋 リ飛テ硯状ノ如シ人以テ雨晴ヲ占フ童語

ニカツボノコメツキ 或 バ カ ツボノモチツキ

土州ト云フ好デ人ノ耳ロニ入ル城州淀川邊天

陰ル時ハ此錨群飛ス達 ク盟 メバ姻霧ノ如シ

とあり,こ の 「浮塵子ハウンカ」という丹後

の方言が後に誤用され,ウ ンカ・ヨコバイ類

に浮塵子を当てるようになつたものであろう

という.

と述べている.

ここに長谷川仁氏の所説が引川してあるが,こ れは

同氏によつて発表されたものではない.同 氏 の 私信

(昭和34年2月19「 】付)に よれば,"末 永中塚両氏の

著書中「浮塵 子をウンカにあてた起 り」の章はその前

後の考証と共に中塚暦が纒めたもので,そ の際種々相

淡を受けた関係上必見の文献を貸与する等種々の援助

を致しましたので,同 君から問われるま、に種々の憶

測やら私見を述べましたが,(Ill略)真 意を傳へ難 く,

(下略)"と い うことであつて,こ の末永 ・中塚両氏の

掲げるところは,長 谷川氏の真意を伝えたものではな

いようである.ま た同氏の真意はともかくとして,こ

こに述べられた末永 ・中塚両氏の所説は,「 浮塵子を

ウンカにあてた起 り」を説いたものにしては十分考証

を尽したものとは言い難いようである.



私もかねがねこの問題については興味をもち,い さ

さか,調べるところがあつた.こ の種の考証 には,多 大

の時日を費し,た ゆまざる古文書探索の努力を続けね

ばならない.も とより私の考証も完壁を期したものと

は言い難いが,こ こにいささか所説を述べ,大 方の御

批判を乞いたいと思う.

稿 を進めるに当り日頃 怨篤な御指導をいただく安

松京 三教授に感謝の意を表する.ま た本文中の所所に

記すように,農 業技術研究所の畏友長谷川仁氏からは

有益な教示をうけ,論 旨を進めるに当つて参考となる

点が多かつた.こ こに記 して 同氏の御厚意 に感謝 す

る.更 に文献の調査に愛媛大学農学部の石原保教授及

び久松定成氏を煩わしたのでここに御礼申し上げる.

また,本 論 に於て参照 した文献は,主 として1[崎 文

庫,九 州大学図書館,同 農学部中央図書室及び武田薬

品工業株式会社の蔵書によつたことを記し,こ こにこ

れらの蔵書からうけた多大の恩恵に対 して感謝の意を

表 したい.

2.

「木草綱目」の渡来は,わ が国の1斜勿学の発達に一

期尤を劃すべき重要な出来ごとであつた.「本草綱日」

は明の萬暦24年(1596)に 金陵(今 の南京)で はじめ

て 団行された.こ の書の第1版(所 謂金陵木)が刊行

されて11年 の後,慶 長12年(1607)に 長崎}こ渡来 し

た.こ の年,徳 川家康の命をうけて新来 の 書籍を蒐

めに長崎に赴いていた林道春が本書を手に入れ,駿 府

即ち静岡に携え帰つて家康に差出した.家 康は木草に

興味をもつていたので,こ の金陵本は家康の座右の書

の一つになつたという.こ れらの事情については上野

益三博上の名著 「日木1惇物学史」(星 野書店刊,1943)

及び 「明治前 口木生物学史,第1巻 」(日 木学術振興

会,1960)に 詳 しい.

道春は 「本草綱目」を抜き写 し,こ れに国訓を施 し

て,慶 長17年 に 「多識編」をつ くつた.上 野 博士

(1960)は,寛 永8年(1631)に 京都で刊行せられた

「新「膨 識編」がこれではなかろうかと考えておられ

る.私 はこの 「新刊 多識編」を実見する機会に恵まれ

ぬが,木 書を改訂したと思われる 「改正増補多識編」

(発行年不明,書 名 に古今和名並翼名という副題あ

り)の 巻之四,轟 部第十一に
ヒ 　 ヘ ン

蛮劃 和茗1不 詳ナラ1異 名1拙 ・扁前
ブ ン ナ フ マ ク フド ン ヨウ

o蚊 子 ○納了・ 。蚊子 ○浮塵子o黄 蝿

という項目がある.こ こに早く も浮塵子なる虫名が見

出されるのであるが,こ の浮塵了が 「木草綱目」の蛮

癒の項から抜き書きしたものであることは,二 者を照

合 してみれば一見明らかである.「日本 農業発達史」

によれば,「 多識編」を木草用の 辞書であると記して

いるが,木 書においては,前 出のように,名 称のみで

注釈は全く なく,こ の意味からは 「多識編」は1種 の

名彙であると考えられる.

次に 「本草網目 」の蛮廠の頃を引用しておきたい.

煩 椎をさけるために[糧 名],[集 解],[脩 治],[氣

味1,陵 明1,[附 方1を 省略し,[附 録1を みれば次の

通りである.

扁前(別 録有名未用口)味 甘有距主鼠疲癒閉利

水道生山陵中状如牛癒赤翼五月八月釆之 蚊子

(時珍日)蚊 庭庭有之冬蟄夏出書伏夜飛細身利

豫i匝人膚血大為人害一名自鳥一名暑賑或作恭民

謬灸化生干木葉及燗灰中産子干水中為子子轟イ乃

攣為蚊也樋竈畏之螢火蛹蛹食之故爽臨入敷枚

即易燗也(・蔵器日)嶺 南有蚊子木葉如冬青實

如枇杷熟則蚊出塞北有蚊母草葉中有【て旺錨化而為

蚊江東有蚊母鳥一名鵬毎吐蚊一一二升也 納子

(時珍日)按 元愼長慶集云蜀巾小蚊名蛸子又小

而黒者為膜子微不可見與塵相浮上下者為浮塵子

皆巣干巴蛇鱗中能透衣入人肌膚曝成瘡毒人極苦

之惟ま島鰍葉傳之則癖又侃穆方輿勝雅云雲南鳥蒙

峡巾多毒蛇鱗中有轟名黄蝿有毒囑人成瘡但勿橿

以冷水沃之擦鷺少許即愈此亦蜻蚊之類也

これによれば,「 木草綱目」に載せるところの浮 塵

子は,元 氏長慶集に出典を求め,そ の記載するところ

も同詩集を出ないことが明らかである.

3.

元氏長慶集は西暦820年 頃に成つたものと考えられ

ているが,木 書が刊行せ られるや,い ちはや く本邦に

もたらされたもののようである.宇 多天皇の寛平年中

(889-898)に 藤原佐世が勅を奉じて当時朝廷に存し

た蔵書の目録を作 製 した.こ れを 「日本国見在書 目

録」といい,今 に伝えられているが,そ の中に 「元氏

長慶集」があげてある.こ の 「元氏長慶集」から「木草

綱日」が刊行 されるまでの凡そ800年 に近い年代の間

に,わ が国でも電要な辞書或は本草書が編纂 されてい

る.即 ち本邦最古 の辞書である日泰元年(898)の 「新



撰字鏡」,延喜18年(918)の 「本草和名」,延艮年中

(920年 代)或 は承平年中(930年 代)の 撰といわれ

る 「和名類聚抄」,平 安(794-1192)末 期の作といわ

れる 「類聚名義抄」,文 安元年(1444)の 「下学 集」

などがそれである.し かしこれらのものには浮塵子と

いう文字は見当らない.従 つて,元 氏長慶集は古 くか

ら日本に渡来してはいたが,浮 塵子という言葉に対し

ては殆んど注意が払われておらず,こ れが本邦の学者

の注意をひくようになつたのは,「 木草綱日」の渡 来

以降のことであると考えて差支えないもののようであ

る.

・4 .

「本草綱目」 が 渡来 して31年 目,即 ち寛永14年

(1637)に,本 書に訓点を施して麟刻した和刻木がは

じめて刊行 された.こ の底木は江西木とよばれる明の

萬暦31年1=llの 第2版 であるという.そ の後3回 に亙

つて版を重ねたほか,貝原益軒 の 「校正本草綱 口」や

稲若水の 「新校正本草綱目」の1'[1行が知られている。

このように,た びたび本書の和刻木が世にでて,江 戸

時代の木草学は益々興隆していつたが,中 国木草の注

釈を主としたこの時代の博物学は,小 野蘭山(1729-

1810)に おいて大成の域に達したといわれる.

蘭山の著書で最も重要なものは 「木草綱目啓蒙」で

ある.こ れは蘭山が 「本草綱目」を詳細に注釈 して講

義したものを書きとめた 「記聞」を,後 に蘭山の孫小

野職孝が整理出版したもので,第1版 は享和3年(18

03)の刊行 であるが,の ちに重修版,重 訂版が刊行 さ

れている.

さて,「本草綱目」や「本草綱目啓蒙」についていさ

さか筆を費 した所以は,本 文の主題である浮塵子にウ

ンカをあてた起源の考証が,は からず も蘭山の講義内

容に関与して くるからである.

「啓蒙」にある浮塵子の注釈は,第1章 にのべた末

永 ・中塚両氏の 引用の次に,即 ち 「(前略)姻 霧ノ如

シ」の次に

人行コレニ遇ヘバロ鼻目ニー入 リ甚ダ害ヲナスソ

ノ轟大サ蚊 ノ如シ

と続 くのであるが,こ こに改めて注目しておきたいこ

とは,「浮塵子 ハウンカ丹後云々」と述べて いるウン

カは,恐 らくユスリカの類 を 指 しているもののよう

で,決 して稲の害虫ウンカを指したものではないとい

うことである.こ のことは講義体の 「記聞」をあらた

めれば更 に 明白である.即 ち蘭山小野先生口授,越

藩妻木直子方講,京 師橘春徳光風筆、}己による 「木草記

聞」によれば

其次二浮塵子 ト云ハ ウンカ 同名アリ ヌカバ

イ薩　 セ、リ雲州 カツボ土作 アヤメ越前

大サ…分二不足平分 斗ノ蚊ノ形也休 正黒ニシ

テ羽白ク蚊 ノ如 ク頭二綿ア リ軒二多群飛シテ

上ヘ ヒリ下ヘ ドリ臼ツク也風ナキトキ也風ア

レハ吹チラシ又跡へ集ル也臼ツクハ雨ブリ雨

引ハ風吹 ト云俗説ア リカツボノモチツキ土州

アヤメ米カテ脚肛 多入 トキニハ人ノ耳目二

入害ヲナス淀川辺ニハ大ナモノ多居ル透ヨリ

ミレハ姻ノ立力如シ其辺へ行ハ耳日二入息モ

ナラス甚凶ルモノ也

とあつて,ウ ンカに同名ア リと註があるのは,蘭 山は

すでにウンカと呼ぶ別の昆虫があることを知つていた

ことを如実に物語つているのである.

このように 「記聞」と 「啓蒙」に異1司があることに

ついて,白 井光太郎博士(1934)は 「改訂増補日本 博

物学年表」の中に

小野職孝,父 蘭山の本草講義を筆記し,四十 八

巻となし,「本草綱目啓蒙」と題し,世 に公に

す。先生は,我 邦博物学の巨壁にして,口 本の

林郷斯と称せらる。而 して此書,先 生畢生の心

力の寓する所と謂ふ。其貴重す可きや知るべき

なり。然れども,此 書は講義膿を改めて,文 章

膿となしたる為,事 実を日岡減せる所多し。此他

に,先 生の講義を言語の 儘筆記せるもの,「 木

草記聞」十五巻 あり。此書と併せ考へ,以 て先

生所説の真面目 を窺ふべし。

と述べておられる.こ の 「記聞」にのつている同名の

ウンカは,稲 作害虫としてのウンカを指したものであ

ろうと杉えられる.

5.

稲作害虫としてのウンカという名称がいつ頃から用

いられるようになつたかは詳かではない.長 谷川仁氏

の教示によれば,島 根県飯豊郡赤来町の赤穴紳社 占文

謝 こ



寛永十八年(1641)辛 已秋西国並備後中石見へ

悉く雲蚊生し明るト九年午年より大飢磯にて万

民困窮す

とあるのが 「島根県植物防疫史」(1962)に 引 用 され

ている.こ の古文書がいつ頃の作であるか私には解し

かねるが,こ の記録か ら,か りに寛 永 年 中(1624-

1644)に はすでに稲作害虫としてのウンカ(雲 蚊)と

いう昆虫が知られていたと判断され得るならば,こ の

赤穴神社の古文書は貴重 な記録というほかはな く,現

在知られる限 りでは,稲 作害虫のウンカを記録した最

古のものとなろう.

ウンカを更に具体的 に記録したものとしては 「百姓

傳記」がある.即 ち本書の巻之九,田 耕作集に次のよ

うな記述がある.

作毛ニヤマヒ付 ヲマツル事

一、稲ニハウンカト云テコマカナルヌカゴノコ

トクナル虫付マタイナコモ多ク付モノナリウン

カノ付刀風ナク日テリツメ雨フラサル年木下藪

下堤下谷田ミナモノカゲヨリ付ハジマリ五 ヒ日

ノ内子 ヲウミマタワキ出テ次第次第二外田ヘヒ

ロガリ稲 ノセン葉 ヲ喰オ リ損亡出来ル(下 略)

木書は 明治18年 にはじめて刊行されたものである

が,惜 しいことには本書の著者及び年代が不詳なこと

である.明 治34年(1901)に刊行 された農商務省蔵版

の 「大日本農史」の末尾にある 「農事参考書解題」に

よれば,木 書は

蓋シ東海道ノ故老農多年経験スル所ノ方法ヲ筆

記シタルモノニシテ其ノ年代ハ元條の頃ニァル

ヘシ

と考えられているが,ま た元禄以降の作であると考え

るむきもある.と もあれ,元 緑は西暦1688-1703年

に当り,稲 若水,貝 原益軒,新 井白石等が活躍した時

代で,宮 崎安定の 「農業全書」がllヒにでたのが元線9

年である.こ の時代は 「本草綱目」が渡来して 約80

年,文 運大いに興隆した.

しかし,こ のようにウンカを記録した最古のものと

思われる文書の編年が不 詳なことは惜 しいことであ

る.元 條を下ること十数年の享保年中(1716-1736)

には数度の蝉害があつて飢饉 が起つたことはよく知ら

れているが,亨 保17年 の蜂害は最も激甚であつたと伝

えられる.こ の享保年中の蛭害を叙述したものにはい

ろいろの文書や石碑などが残つているが,害 虫の種類

としては単に稲虫,轟,娘 或は蜆虫*な どとしたも

のが多いなかで,ウ ンカという虫名を記録したものに

「可観小説」,「月堂見聞集」,「松山叢談」,「凶年藏土

穂」,「農喩」,「潭海」などがある.

「可観小説」は徳川rl・1期の儒者青地禮幹(1675-17

44)の 随筆集で,「 鳩巣小説」ともいい,成 年は正徳

一寛保(171ユ ー1743)の 頃 と考えられている(岩 波書

店 「國書総 目録」による).い ま,金 沢図書館から活

字化して出版された 「可観小説」について,長 谷川仁

氏が私のために抜書きしていただいたものを示せば次

の通りである.

フハ ン

享保十七年 此贔曇蛾とも又は負茶とも申候由

(巻二十八)

虫の形は蚊の尻の短き如 くにて蚊よりも小さく

相見候 頭は小さく三角に見え候 所の者は鳥

帽子を着候と申候 いかさま其様にて頭とかり

肩の所いか り惣体蝉の形の小さき様にて羽に光

有之候 稲の茎本より本迄地色も見え不申程に

取付候て数をかぞへ申段にて無之候 虫付候て

は二三日の内に稲枯れ地に倒候 所のもの共は

こぬか虫と申候 能州にてうんかと申轟に似申

候 負磐と申名は西國にては終に不承候(巻

三十)

これによれば,観 察が鋭 く,記 載 も よく書けてい

て,明 瞭にウンカ類であることがわかる.前 記の 「月

堂見聞集」,「松山叢談」などは西村真琴 ・吉川一郎の

「日本凶荒史考」に 引用 が あるものである.例 えば

「月堂見聞集」には

當年†者風雨時を得,五 穀豊年之虚,西 國表の

*こ の とき の蜆 害 はい ろ い ろな 害 虫 に よ つ て 引 き起 さ

れ た もの で,「 日本 凶 荒史 考 」 の 享 保 十 七年 の項,

「有 徳 院殿 御 實 紀 」 に は 一 十 九 日令 せ られ し は,

蜆 災 か うぶ り し国 々の 田 畝 に,蛭 種 の こ りて葦 萱 の

根 に つ き,零 鯨 子 の 形 を なす もの 多 く,ま た は泥 一

二 寸 の 下 に 巣を な し,日 をへ て 出ず る よ しき こゆ,

も し さる さまな らば,葦 萱 は焼 は らひ,泥 土 を 堀 す

つ べ し とな り一 とあ つ て,こ れ は明 らか にバ ッ タ

科 の 害 虫 を 記述 した もの で あ る。

十享 保 十 七 年 の こ とo



國々稲虫に雲霞と云虫生じ,次 第々々に隣國へ

移 り,五 畿内近所迄参候,其 虫後には形大に成

候,こ がね虫の様に成候,西 國方 言此虫を寧1荏

と申候,叩 曹を帯 したる形にて羽あり,一 ・夜の

間に撒萬石の稲も喰候由

とあつて,こ れはいささか害虫の種類を混同して しま

つている.「松山叢淡」は松山藩の 古記録を 集大成し

たもので,昭 和10・11年刊行 の 「豫陽叢書」の第4～

7巻 に収められている.「日本 凶荒史考」に引用 され

ているものは 「松山叢談」第六の天楽院殿定英公の項

であつて,

同月*十 四日富年田畠へ浮塵子と云錨付勘定奉

行木戸仙佑 衛門勘定中谷孫八束武へ為注進罷越

増田家記

御先・【1匪由来記云1調 春よりの長雨田方植イ・」'は

能候得共六月以来うんかと云愚イ脂一面に田方

痛一・粒も収獲無之に付(中 略)

味酒吐口記云掌保十 し年壬 子年六月中比より

稲にうんかと云轟わき候て郡々村々πili夜大勢

寄合候て逐候得共中々止不申(下 田各)

という記録がみえる.こ の 「増田家記」に浮塵子とい

う漢名が用いてあるが,こ の浮塵子の由来については

明らかでない.し かし本章でも考証するように,古 く

稲作害虫のウンカに浮塵 子をあてたことはあり得ない

ことのように思われるのである.明 治以降になつて占

文書の復刻化,活 字化の際に仮名を漢字にした例が知

られているから,多 分 「増田家。己」にある浮塵子もこ

のようなことではなかろうか.愛 媛人学の久松定成氏

の教示によれば,「松山叢談」は第1巻 の巻頭にもあ

るように明治22年 の印行であるというか ら,益 々こ

の疑いが濃い.次 に 「凶年蔵土穂 」には

壬子の雲霞虫は西國より獲て既に…村にべ種も

無之村咀も有之候由

と"雲霞虫"と なつている.そ の他 「目本凶荒史考」に

引用のある 「農喩」及び 「潭海」などには平仮名でう

んかとなつている.

例えば,「潭海」は江戸の 歌人或は 国学κといわれ

る津村正恭 の随筆集で,安 永4・5年(1775～6)頃

か ら寛政7年(1795)に かけて 傳わされたものである

*享保17年7月 のこと。

が,大正6年 に国書刊行会から活版に付されたものに

ついてみると,巻 之四に

天明より六拾年前,西 國うんかといふ災有,列

國の大名の人民,餓 死をまぬかれたる1で少し,

其 中に備前と肥前島原 と,肥 後熊本とは餓死な

かりしと也,備 前ほその儒者熊澤了、1黄,三年の

たくはひをこしらへ置たる米をもちて ・國をす

くひ,三 十 笛弦石の内 ・人 も窮 民 なかりし事:

也,(li略)此 賞)けミ翫人の子,萱 場町都家昌1火

に,舛 失せしかども,今 猶勤功をもちて毎月二

十金つつ合力日らる＼,右 うんかの年功あるも

の三 ぺ也と人のいへり

とあ る.ま た 「農1例 は下 野 国 の鈴 木 武助 の著 で,文

化2年(1805)の 作,天 明3年 の 凶 荒に て ら し,勤予備

の必要 を説 い た もの で あ ろが,そ の引用は 割 愛 す

る.

さて,青地 幹の可 観小説」を下ること60年 ばか

りで小野蘭山の 「本草記聞」が菩わされたことになる

が,「 記聞」にあるウンカについて は前述の通 りであ

る.蘭 山の 「本草記聞」や 「本草綱目啓蒙」(享 保3

年(1803)刊行)を下 ること20数 年にして稲作害虫

防除法の一大専門書が刊行 された.即 ち文政9年(18

26)に 農学者大蔵永常が著わした 「除蝶録」がそれで

ある.永 常は広 く全国を行脚し,よ く稲作の実態を知

つていたので,本書 に述べてある害虫の説 明 が 詳し

く,種 類も多いことは他に類をみない.い ま,本書 の
いなむししゆるい

「蝶 の 種類」を引用すれば次の通りである.

かいばらおう やまとほんざう めいとうぼうそ く せい いなむし

貝 原 翁 の 大 和 木 ・∵ilに 蜘ll笠 且::賊 の 四 生 を 蛆 と
るい いね すヤい

い ふ イナ ゴの 類 な り とあ れ ど も稲 に付 虫 は 以 生
み そのくにぐに な また

あ り と見 ゆ 其 國 々 に て 名 か は り又 か は りた る
むし こハ、 いとま

虫 あ る べ し是 を 廿 ん さ くす る に 暇 あ ら ざれ ば
こ　 その

袋 に 其 あ らま しを 出す

めい しうこう しつかい もてみ しん

蝦 狐 蚤 の 集 解 を 以 見 れ ば イナ ゴ な り心 を
くら いね がい

食 ふ と あれ 共 イナ ゴの稲 を 害 す るは 心 の み
あら は ちく そのがい かへつ
に非す葉も客もくらへども其 害は却 てす

おほ

く な き か と覚 ゆ

とう そく さねもり ちくは き すふ がい

職 俗にいふ實 盛 虫也客葉の`属を吸て害をな



ふぜぎ たいまつ

す 也 防 か た は 松 明 に て や き と り又 油 に て
のぞく

除 べ し

ぼう からむし これぽう これ,よ

蛋 売 虫 とい ふ 是 蛋 な るべ し是 は能 くで きた
しやう をほ このむし つい で ほ

る稲 に 生ず る 事多 し 此 虫 の付 た る は 出穂
いぜん なえ.こ れ み
の 以前 く されか か りた る苗 を ぬい て是 を 見t
ね あいだ しろ すなはちこれ

るに根の間に 白きはだの虫あり 則 是 なり
ゆえ のぞく しかう いなば あらた

故 に 度 ζ抽 を入 除 べ し 然 して 稲 葉 の 新 に
で と壱 み しろ ねしやう

出 か ＼りた る時 ぬ い て 見 るに 白 き 根 生 じ
おと

て右 の はだ か 虫 は 見 え ず ○ 又 田 水 を落 した
あとふた、 むししやう ざうてう ちく いた

る跡 に蒋 び 蝿 生 じて 増 長 し茎 ふ し痛 む
ずいぶんぢく ところ ねんごろ

事あれば随分茎 と葉に付たる所を念 頃
ふたし で ほ いた

に油を もてのぞか ざれば再び出穂に至り
しやよ とき ほ いで これ

て生ずる時は穂す くみて出かねるもの也是
さ し いれいね

を 去 るに は又 水 を仕 かへ て た ＼え 油 を入 稲
いた がぶごと わん るい

の痛 ま ざ るや う 株 毎 に 椀 の 類 に て く りか
あら をと しかふ いちぢうやほど

け くりか け 洗 ひ落 す べ し然 して一 昼 夜 程
つね ごと おと

水 を た ＼へ 置 常 の如 くして 水 を 落 す べ し○
むし さること くは くにところ き

虫 を 去 事 に 委 しか らざ る 國 所 に て は気
こういんれいゆゑほでかね みあやま

候 陰 冷 故 穂 出兼 る と見 謬美る 事 あ る もの

也

ぞく からむし に ちいさ いねあはとう ふし

賊 売 虫 に 似 て 小 な るを い ふ か 稲 粟 等 の 節
くら ゆゑ で ほ いた かれほ

を食 ふ故 に 出穂 に 至 りて枯 穂 と な る

とびむし はじあ ほど いたつちいさ そのいろあか

飛 虫 名 を し らず 初 の程 は 至て 小 に して 其也 赤
のみ とぶ ぬけかは いろ へん こ

く蚤 の飛 が ご と し 脱 りて くり色 に変 じ小
くも しり に りやうわき とぶ さねもりむし蜘
の尻 に 似 て 両 脇 に飛 足 あ り 實 盛 虫 と
ぐんしう はいたつ みじか これ ふせぐ

と もに 群 集 す羽 至 て 短 し是 を 防 に は

油 に しか ず

なへむし しやくとりむし とし なはしろ

苗虫 尺 蟻 の 類 に して 年 に 依 て 苗 代 に
ぐんしやう はすへ くひさが はなはだがい

群 生 し 漿末 よ り食 ド りて 甚 害 あ り
あるい つ＼ なか いりのちぬけかは はしやう

或 は 葉 を 包 み て 中 に 入 後 蜆 りて羽 生 じ
とぶことくはむし ごと はじ のぞ かた

飛 事 燭 類 の如 し始 免 除 き方 は水 を 深 く
むしはすゑ のぼ いかき

つ ＼め ば虫 葉 末 に登 る是 を 籏 関東 に て は

もの
ザ ル と云 九 州 に て は サ ウ ケ と云 や うの 物
しきおきはうき

を 敷 置 箒 を もて は らひ と るべ し

いねあはそのほか ぐんしう ほ す ゆえ

ほ う 稲 粟 其 外 に も 群 集 して 穂 を 吸ふ 故 に

しひな そのがい のぞきかた たいまつ

枇 とな る 其 害 少 なか らず 除 方 は 松 明
たそかれころ そのた あぜ とも

を つ く り 黄 昏 頃 よ り其 田 の 畦 に燈 せ ば 飛
きた し かくのごとくたびたび のぞ

び 来 りて や け死 す 如 此 度 ζ に して 除 く
かいばらせんてつ いはく かんみやうつまびらかならず'

貝 原 先 哲 の 日 ホ ウの 漢 名 未 詳

くわむし しゆるい なむし に その葉 ま く
り虫 燭 の 種 類 な らん 菜 虫 に 似 て 其
いろうすあを いねあほとう は くら うしろくち

色 薄 青 く 稲 粟 等 の 葉 に 付 て食 ひ 後 口口
いと いだ は まい そのうち ぢつ ひでり

よ り糸 を 出 し葉 を巻 て 其 内 に蟄 す 此 虫 旱
つゴ ときしやうふ廿ぎ くしん せん さ＼は＼き

続 く時 生 ず 防 方 呂:斗}を煎 じ笹 署}…に て
うつごと おほ

水を 打 如 く二三日度ζすればさる也但大
かぜ す ふきやぶ おのつか のぞく
風あれば巣を 吹 破 りて 自 ら 除 事あり
ぬけかはり か てう

又は 羽 化 て蚊のうばの類の小蝶となる尤
あさ

害 浅 し

わく ごと しやう いなば くら おほ
こぬ か 虫 涌 が 如 く 生 じて稲 葉 の 根 を食 ひ大

がい そのいろあをしろ ちやう は
ひ に害 を なす 其 色 青 白 な り 長 じて 羽 あ
うすもの ふせぎかた

り 羅 の ごと し 防 方 油 に し くは な し

こがねむし ぶ くらゐ こう ひか

小 金 虫 萱 分 位 に して 甲 に光 りあ る羽虫 に て
ひる いなかぶ ごと あつま ちっ

昼は 稲 株 に手まりの如 く 集 り夜は散て
いね ぢく がい これ のぞく ぜん

稲 の茎 を く らひ て害 を なす 是 を 除 に は前
ぜ う いふ たいまつ やき

条に云如く松 明 にて焼 とり又油にて除べ

し

右都て十種なり前条にも云如 く國所にて名かは
つのくにへん

り又かはりたる虫あるべし撮 津 辺 にてイモチ
いふ もつ おししる いなむし
と云名あるを以テ 推 知 べし又 蛆 をなべてウ

とのふ ところおほ

ンカと 唱 る 所 多 し

ここに注意すべきは,「除 蜂 録」に述べるウンカ

は,「百姓傳記」や 「可観小説」などに記述 されてい

る特定の害虫,即 ち現在いうところのウンカ・ヨコバ

イの類を指しているものではなく,稲 作害虫の総称と

して述べ られたものであることである.こ のような用

い方は,天 保13年(1842)刊 行の江戸の儒者亀田鵬

斎の 「侯鯖一衡」,巻 之五物産に

ウン カノムミ7

蝿 嫡 刑鋭必覧若水勢弱漫不及草則灘熱欝

薫化而為嫡越激日即生翅成蛆此魚蝦遺子所

化也

とあつて,蝉 哺にウンカノムシと訓じたのにみ られる



ほか,第6章 に引用する 「増補語林倭訓栞」の 「うん

か」の項にも同様な説明がある.

このほかウンカという害虫名を記録した文書として

は,文 政8年(1825)に 起稿された中山勘右衛門の日

記 「亀堂私録」*に

俗に雲霞と唱へる油量の如き虫也テンノコと云

青き轟は少々なり

と あ る こ とや,天 保1V,F-(1840)の 加 賀 藩 改 作奉 行 の
いなむし

害虫駆除方諭示書 「稲虫をさる法」†に

むし なかば

うんか虫(こ ぬか虫ともいふ)は 五月 半 頃よ
しやう

り夏土用過迄に 生 す云々

とあることなどが脚註に示す入によつてすでに引用さ

れている.余 談ではあるが,こ の加賀藩改作奉行の諭

示書は,前 年即ち天保10年 に越前 ・加賀地方に蛆害が

あつて,被 害がひどかつたことからこのような諭示書

の布告とはなつたもので,こ のときの害虫コヌカ虫の

被害については,石 川県に現存する虫塚(天 保10年 建

立)が 物語つている.

また長谷川仁氏の教示によれば,天 保初年の凶荒実

況を記録したものに 「天保年中巳荒子孫傳」がある,

これは羽前国の庄屋梯崎義存が天保9年(1838)に 著

わしたものであつて,小 野武夫編 「日本近世磯瞳志」

(1935)に 全文が再録されている.い ま 「磯 瞳 志」に

ついて 「子孫傳」の巻一をみると

田は別而贔にまけ候,其 故は畔を苅沸ひ田の草

を取候得ば,う んか稲に計付き候ゆへ如是と申

もの有之候

とあつて,こ こにもウンカという害虫名が出ている.

しかしいままでみてきたように,稲 作害虫のウンカと

いう名称を記録したもの は割 合 にすくないのであつ

て,特 に農書,本 草書などでは多 くその例をみない。ま

た第1章 に引用したように,名 和靖が稲作害虫のウン

カに浮塵子という漢字を附会したのは天保以降である

*岡 田忠 男(1914)明 治以 前 は如 何 に 浮塵 子 を駆 除

せ しか.病 虫 害 雑誌1(3):17-21;及 び末 永 一

・中塚 憲 次(1958) ,前 出,P.8.
't'堀正 太 郎(1898)旧 加 賀 藩 改作 奉 行 の害 虫 駆 除方

諭示 書,昆 虫 世 界2:21-24.

といつているその天保から明治初年までの史実にも,

そのような例は見当らないのである。これはひとえに

私の寡間に帰すべきことであろう.従 つて大方の教示

を乞うために,次 に私が参照したもので本章に引用し

た以外の書名をあげ,そ の登載するところの害虫に関

する記事を略記又は全記し,若 しくは虫名を抜き書き

しておきたい.こ の中に蝉をのせた辞書なども引用し

たが,そ の理由は,前 出の 「侯鯖一衡」のように蜆嫡

をウンカノムシとしたものがあつたりしていささか関

係があり,ま た蝶の内容も著者によつて異なつていた

りするからである.し かし古く蛭或は蝉虫として蛭害

を記録した 「続 臼木紀」,「古語拾遺」,「三代蜜録」,或

は 「類聚符宣抄」などは省略した.ま た歴史上或は博

物学上重要なものではあつても,該 当事項のないもの

は当然省略してある.ま た稲の警虫ではあるが,イ ナ

ゴについて述べてあるのも割愛 した.

「新撰字鏡」(昌 泰元年(898),僧 昌住)

亜皇

「和名類聚抄」 十九,轟1(承 平元年(931)頃,深 根

輔仁)

虫皇 腹蜘附 爾雅集注云,蛭 古孟反,一 音,皇,

和名,於 保禰無之,食 苗心日懊音冥 食葉日

蚤音貸 食節日蟹音賊 食根日整音謀 虫ll聰

名也,兼 名苑云,腹 蜘覆陶ご音 蝿子 未有翅

也

「爾雅」は中国古代の経典の語を解説した最古の字

書といわれる.こ こに引用 された 「爾雅集注」に食苗

心日瞑食葉日岱食節日蟹食根日蟄と云ふとあるのは,

「爾雅」繹轟第 十五に,食 苗心蝦食葉蜻食節賊食根蘇

とあるの を ひいたもので,こ の蝦貸賊轟はもともと

「毛詩」大田章に,去 其蛸腫及其遜賊無害我田稈とあ

るのにもとずく.ま た,錦 は 「禮記」月令第六に孟夏

行春令則蝿轟為災暴風来格,ま た仲冬行春令則蝿轟為

敗とあるのにもとず く.ま た 「説文解字」第十三上に

蝿姦也とある.

っいでに,2,3の中 国の古典に述べられている蛆を

引用しておきたい.「太平広記」は宋代の書(西 歴983

年 に完成)で,漢 から五代に至るまでの伝説,奇 聞を

集成した説話集であるが,そ の巻四 ヒ九に

蛙之為嘩也,蓋 珍氣所生,姦 斯臭膠,或 日,魚

卵所化,毎 歳生育,或 三或四,毎 一生,其 卵盈



百,自 卵及翼,凡 一月而飛,故 詩稽轟斯子孫衆

多,轟 斯即蜆属也,羽 翼未成,跳 躍而行,其 名

楠,晋 天禧之末,天 下大蜂,連 歳不解,行 則蔽

地,起 則蔽天,禾 稼草木,赤 地無遺,其 嫡之盛

也,流 引無敏,甚 至浮河越嶺,輸 池渡董,如 履

平地,入 人家舎,莫 能制禦

とある.こ こに述べられた蜆は明らかに飛蝉即ちトノ

サマバ ッタLocustamigratoriaで あ り,後 習の天福年

代末期(西 暦942-943年 頃か)の 蛭害の叙述は躍如

たるものがある.こ のような記述をみれば,後 に引用

するように,山 本亡羊が 「虎 ト蜆 ト我邦内ニナキハ實

二神國ノ難有恩ヲ知ルベキコトナリ」と述べているこ

ともむべなるかなと思はれる.

同 じく宋書で,西 歴1252年 に 成つたと伝えられる

「鶴林玉露」巻十五に

螺災毎見於大兵之後,或 言乃戦死之士,冤 魂所

化,錐 未必然,但 余異在湖北,見 捕蜂者,錐 翠

呼聚城,蝉 不為動,至 鳴金撃鼓,則 鉾然而贈,

若成行列,則 謂為殺傷珍氣之所化,理 或然也

とある.戦 死者の霊が化して虫皇となつたというのは,

我が国で,一 説に斎藤別当実盛が化して 害 虫(実 盛

虫)に なつたとする考えとどこか相通じているようで

ある.

また明書 「五雑姐」巻九には

相傳,蝶 為魚子所化,故 當大水之歳,魚 遺子於

陸地,翌 歳不得水則攣而為娘　,雌 雄既交一生

九十九子,故 種類日繁,案,史 傳所載,尚 有

瞑嫡盆戯 轟賊等名,雌 云食心食苗各ζ異同一種

耳,酉 陽糀姐云,酉 腹下有梵字,首 有王字,又

云,部 吏侵漁百姓,則 虫皇食殻,身 黒頭赤武吏

也,頭 黒身赤文吏也,語 錐荒唐可以警世

とあつて,蟷 は一種であると述べている.こ の一種と

は トノサマバ ッタを指したものであろうか.ま た 「酉

陽雑姐」にのつている調刺が引用 してあるが,「 酉陽

雑姐」は唐代の書で,こ の引用分は同書の前集巻之十

七の蛆の項にある.

「類聚名義抄」百十四,虫(平 安末期成立,菅 原是善

の撰といわれる)

蜆 オ ホ ネ ム シ

「下學集」上,気 形(文 安元年(1444),東 麓破柄)
クワウ

蟹 食麦虫也

「大和本草」巻之+四,水 轟,贔 之上(宝 永6年(17

09),員 原益軒)

イナムシ
醜 蛸騰麺賊ノ四ヲスヘテ蜂 ト云イナゴノ類ナリ

クキ ム ン _ノ'ム シ_一

爾雅二食心日 虻1説文填重回食葉日騰「現垂
ネムシ フシムシ

徊 酷 亜1食 根日轟 食節日 賊 此四種皆蜂也

本草綱目二蜆ヲノセス鼻蚕ノ集解二日蛭亦

爵類大而方首首有王字珍i氣所生蔽天而飛性

畏金聲一生八十一子冬有大雪則入土而死

○管子二凶年ノ五害水旱風属エキレイ轟 ト

云ヘ リ轟ハ即蝿ナ リ倭俗二審盛虫 ト称スル

アリイナゴニ以テ小也青色也首バカブ トヲ

キタルカ如シ稲葉ヲ食テ大二害ス夜松明ヲ

トモシ鐘鼓 ヲナラシテ逐之 コレ騰ナルヘシ
ワタ

燈 ト鐘鼓ノ音二畏ル子ムシバ赤色ニテ木綿

虫ノ如シ羽ナシ長四五分馬蛭ノ如シ稲粟ノ
シイナ

根ヨリクヒノボリクラヘハ其實枇 トナル是

第一ノ害ナリ漣i熱ヨリ生ス是蚤ナルベシコ

ヌカノ如ク小ナル虫アリ葉ヲ食フコヌカム

シト云又水キハ ヨリ茎ヲ食キル虫アリタバ

コ虫ノ如シ羽ナシ出ルコト稀ナリ粟稗二多

クツキテ甚害 ヲナス

「耕稼春秋」巻四(宝 永年中(1704-1711),土 屋又三

郎)

指虫 まきいもち 包虫 根虫

本書の著者土屋又三郎は加賀国石川郡の人,も と役

職にあつたが辞して農家となつた.本 書は明治19年 に

はじめて刊行された.

「和漢三才圖會」 巻之 五十三,化 生轟類(正 徳3年

(1713),寺 島良安)

おほねむし
虫皇

本書には 「本草綱目」,「爾雅集註」,「三才圖會」,

「唐書」,「五雑姐」か らの引用のほか,著 者の 考 証が

あるが略す.本 書に画かれた蜂を第1図 に示した.

「東雅」巻之二十,轟 茗(享 保2年(1717),新 井白

石)



本書の解説については 「国書解題」,「平

凡社大百科事典」等をみられたい.木 論文

中に引用するものは明治20年刊 の岐阜木

による.

「毛詩品物岡考」巻六,轟 部(天 明4年

(1784),岡 元鳳)

去其娯謄及其轟賊

傳食心口蝦食葉日謄食根Ei煮食節日

賊集傳皆害苗之轟也○捷為文學日此

四種轟皆蜂也富不同故分繹之爾雅翼

云今食苗心者乃無足小青量既食其葉

又以縣纒集衆葉使穂不得展江東謂之

横轟音如横逆之横言其横生又能為横

災也然按蜂字通有横音以為物雛不同

皆害稼之圃也按蝿姦類此方如宙盛轟

為然嫁羅説蝿横災之義然則害禾稼之

轟皆可施四名不必辮其形可也

木書に画くところの四轟を第2図 に示し

た.

第1図.「 和 漢 三 才翻 會 」 の 蝿.

蛭 オホネムシ 倭名砂に爾雅集註を引て,蝶 オ

ホネムシ,食 苗心日喧,食 葉日岱,食 節日蟹,

食根日蟄,虫皇は総名也と註せり.オ ホとは其容

の大なるをや云ひぬ らむ.又 其類の衆をや云ひ

ぬらむ.ネ ムシはイネムシ也.米 稲を害するを

云ひし也.

「和訓栞」巻三,伊 之 部(中 編 巻之二)(安 永6年

(1777)～,谷 川士清)

いなむし 稲虫の義 瞑堅轟賊の類をすへていへ

り明律に蜆嫡為害労注に飛者日蜆走 者日哺と見

へたり ○寛永十七年の秋西海の諸国稼を食ふ

虫あり大さ蝦墓の如し頭は牛に似て劒の如きも

のを戴たり 〇八月比のいなむしといふも稲蒸

の義褥蒸の秋暑をいへり

「成 形 図説 」 巻 之三(文 化 元年(1804),

曽架,白 尾 国 柱)
カゼ オホ子ムミソ

風 蝶
イナムシ イラムシ オホ子ムシ

蝶 蚕 蜂 虫 蝉 轟イナムシ
ムシ ズイムシ
蝿 焚 虫 蝉蛎の如き羽虫

イナムシ

稲虫 瞑騰及其轟賊 蝶 嫡

「国史昆蟲 草木放」(文 政4年(1821),曽 葉)

蝶嫡 いなむし

本書は 「国史草木昆蚤放」ともいう.蛆 蜻は 「漢呼

疏証目録」中にある.

「農業余話砂」一巻(文 政11年(1828),小 西篤好)

凡五穀野菜に害をなすは甲轟と傑鍛の二つなり
ブ ド キ リウジ

毛轟 飛癒 葉轟 切轟 稲轟 モト

ハムシ 俗には根虫と云ふ アリマキ

「箋注倭名類聚抄」巻第八,轟 秀部第二十(文 政10年

(1827),狩 谷披斎)

娘 腹蜘附



木書には詳細な考証があるが割愛する.

「草木六部耕種法」 巻十四,需 実第三篇(天 保3年

(1832),佐 藤信淵)
メイ トク ホウ イナムシ

蚊 シンクヒ 董 ハクヒ 鉾 子 クヒ 蛭
トブムシ トブ イナムシ

羽 ア リテ飛 虫 羽 ナ クシ テ飛 コ能 ハ ザ ル禾 虫

「用 捨 箱」 下 之巻(天 保12年(1841),柳 亭 種 彦)

別 當 とい ふ俗語
じんぐう じ たぐひ すべてべつたう しよう たれ神

宮 寺 の 類 を 総 別 當 と 構 す るは誰 ζ も
し かみ もりかしつ ぎ うつり

知 る如 くそ の 艸 を 守 傳 くの 義 な りそ れ よ りli專
ぞくこ わが
て 俗 語 の 別 當 は我 ま ＼にあ つ か ひ 。 ほ しい ま ＼に
くらふ わらべ くわんじん くわ

物など 喰 ことをいへり 童 の 菅 瀞 なんどに果
し そな くふ べつたう
子やうの物を備へ。それを取おろして喰をお別當

これ なつ ゆふべ せいしよく

をするといふ是なり。夏の 夕 に飛来る青 色 の
むし ゆふがほべつた う

虫を夕 顔 別 当といふも夕顔の花のなかへくゴり
ゆゑ ほくえつ てふ

い り我 もの顔 にふ るま ふ故 の名 な り。 北 越 に て 蝶
はつはん

をさかべつたうといふ所あるよし近年 発 販 して

世におこなはる刈雪譜1に見えたり按するに伊∬
そ ば

聾至蛤1享 保十九年刻 才麿翁の判の詞に。 蕎萎
はち さけ ことわざ これ むかへ

の 花 は蜂 の 酒 。 と いふ 諺 あ り是 に 封 見 れ ば 。
てふ つゆ すふ に

蝶 が ほ しい ま ＼に花 の露 を 吸 さま の酒 を の む に 似
ゆえさかべつたう

た る故 酒 別 當 と名 づ け しや う に お も は る。 又

いねのむし さねもり もと いなべうたう

蛭 オ モ子 ム シ を 賃 盛 とい ふ も原 は稲 別 當
ばんどう のうみんながゐ

な どい ひ しを 坂 東 の農 民 長 井別 當 の名 高 きよ
たわぶ さねもり いんご つい

り 戯 れ に 實 盛 と隠語 の や うにい ひ た る が 遂 に
しよこく いにしえ いうちよ

諸 国 へ わ た りしに は あ らず や 。 古 の 遊 女 の
うまや ぞくこ もりかしづ

別ikl'A,も いふ 厩 の別 當 も此 俗 語 に 近 し 守 傳 く
ぎ きこ がた か

の義にては聞え難き吹 昔の馬屋の別当は今いふ

馬役の類なり

「古名録」 轟部巻第四十九無翅轟類(天 保14年(18

43),畔 田伴存)

オ ホ ネ ム シ

於保禰無之 倭名類聚砂[湛 名「蛭 爾雅註

爾雅日,食 苗心蛾,食 葉蝦,食 節賊,食 根蚤。
クキ

疏萬説云,頗 縢蘇賊,一 種轟也。蝦ハ茎ムシ,

緑色穰二似テ小也。蟻ハ葉ムシ,葉 ヲ食フムシ,

黎 形ナルニ種類多シ,一 種草木ノ新芽ヲ食テ,

緑色羽アリテ,蜻 蛉二似テ小ナルヲ,サ 子モ リ

虫 ト云,大 小敷種ア リ。イナゴモ此二圃スレト

モ,稲 葉ヲ食フノミニシテ稲ヲ害スルコ少シ○

賊ハ節ムシ,草 木ノ節ヲ食フ錨也。騒形ニシテ

白色,或 ハ黄 ヲ幣,褐 黒ノ牙アルモアリ○鑑ハ

子ムシ,根 切轟也。慧 ノ形ニシテ白色黄ヲ幣,

地中二居ス。.大小 品類 多 シ。三代實録巻第三



日,蝦 縢賊害五穀。詩傳日食葉日縢。(下 略)

「百品考」巻下(弘 化4年(1847),山 本亡羊)

蜂 本草綱目,蟷 亦毒類,大 而方首,首 有王字,

滲氣所生,蔽 天而飛,性 畏金聲

荒政輯要,蜂 之起,必 先見於大澤之涯及騨i盈縢

澗之庭,崇 禎時,徐 光啓疏,以 蜂為蝦子所攣而

成,確 不可易,在 水常盈之盧,則 傍又為蝦,惟

有水之際,條 而大澗,草 留涯際,蝦 子附之,既

不得水,春 夏響蒸,乗 灘熱之氣,攣 而為蛹,其

理必然,故 澗澤有蜂,葦 地有蜂,無 容疑也

和産ナシ古來イナゴト訓ズ非ナリイナゴハ蝿

ノ類ニテ害ヲナサヌモノナリ通雅凡似蝿不為
オホ イナ1ツtム シ ギ0ス

災歳時恒有者通得爺名故有鼠鍛 草鐘 螢轟
ハタヘダ ッチイナゴ イナゴ

聲 爺 土 轟 之別 ト云ヘ リ晶姦ハ徳名ナ リ緑

褐二色ア リ皆稲葉二集 リ葉ヲ食ヘ ドモ各別 ノ

害 ヲナサズ蜂ハ河蝦ノ羽化スルトコロニシテ

甚稲苗 ヲ害シ盛ナル時ハ他ノ草木ノ葉ヲモ喰

盤シテー郷青葉ヲ見ルコトナシト云ヘ リ但芋

ノ葉ハ食フコトナシ故二救荒ノ防禦ニハ芋ヲ

多ク栽ベシト揚州府志二見エタリ幸二本邦昔

ヨリ此錨ナシ虎 ト娘 ト我邦内ニナキハ實二紳

國ノ難有恩 ヲ知ルベキコトナリ

「除稲虫之法」(安 政3年(1856),高 橋 常作)

食苗日瞑食葉日縢食根日轟食節日賊四蛆
づ

轟名也 穂虫 根虫 葉虫 菟虫

高橋常作は秋田県の人,の ち改名して正作と名乗つ

た.本 書は六丁からなる小さいものであるが,こ れを

藩内に頒布したもののようである.

「事物異名類編」上,六(文 久元年(1861),荒 井 緑

橋)

イチムシ
蜂 簸鐘 漢書文帝紀 嫡 説文 嫁 同

横轟 演繁露 轟子 爾雅疏 縢 同 腹蜘 同

!瞑 詩経疏 蠣 同 轟 同 賊 同 虫庶蝉 類篇

「農家備要」前編,巻 之二(明 治3年(1870),河 野剛)

めいちう しよふ かいこ ごと けいよう いと

螺 虫 イ ナ ム シを 生 す れ は翼 繭 の 如 く茎 葉 に糸

か いなば かれくさら またとう

を掛 け稲 葉 を して 枯 腐 しむ 又 縢 とい ふ もの あ
そく ひちう

り俗 に さ称 も里 む しと いふ 又 飛 虫 あ り こぬ か む し
そのほかくはせつ くろ むし そく

とい ふ(中 略)其 外 禾 節 を 喰ふ 虫 あ り これ を賊
いなむし しやくとりむ し

カ ラ■ シとい ふ 又 苗 虫 尺 擾 虫 の るい ○ほ う 。

とうろふ ほ く かう

蟷 螂 カ マ キ リ穂 を 喰 ふむ し。は ま ぐ りむ し○蝿 イ ナ
いつ わさはひ なす

ゴの類あり何れもほとほとに 災 を為ものなり

以上通覧したように,ウ ンカ ・ヨコバイ類をウンカ

という名称で記述したものが案外にすくなく,ま たウ

ンカに漢名をあてたものも,雲 蚊,雲 蛾,負 蚕(又 は

負磐),雲 霞,雲 霞虫,娘 虫南などを知るだけであり,

これに浮塵子をあてたものは 「松山叢談」にまとめら

れている 「増田家記」だけであるが,こ れは後年の書

き改めであろうと推定されるものである.と ころが,

末永 ・中塚氏は 「柳川年表」に 「浮塵子発生シ田地損

耗多シ」とあるのを引用 し,浮 塵子という文字が 「か

なり古い時代から使用されていたものとみられる」と

述べておられることは第1章 に引用した.た しかに浮

塵子という文字は古くか ら引用されてはいるが,浮 塵

子が稲の害虫に用いられるようになつたのは明治以降

のことであつて,次 章にも述べるように,明 治以前に

は浮塵子は別の昆虫を指したものである.従 つて 「柳

川年表」の浮塵子については,末 永 ・中塚氏も脚註に

「なお本稿は過去幾度も訂正され明治年代後期に脱稿

されているため,こ の 「浮塵子」なる文字を一部では

明治年代の訂正とみる向もある」と述べておられるの

を是とし,こ れを明治年代の訂正と考えるのが穏当の

ようである.

6.

さて,第3章 に考察したように,「 木草綱目」が渡

来してから浮塵子という言葉が邦書に引用されはじめ

たと思われるが,本 章では,所 謂本草家といわれる人

がどのように浮塵子を扱つていつたかをみてみたい.

浮塵子を最初に引用 したのは,前 にも述べた林道春

の 「多識編」であろうと思われる.し か し道春はこれ

に注釈を加えていない.ま た輩寅に対 しても和名を与

えていないが,「 本草和名」にはすでに古阿布即ちコ

アブと和名が與えてある.

寛文6年(1666)に 博物学上重要な動物図譜である

中村揚斎の 「訓蒙圖彙」 が田行されたが童あぶは図示

されたが浮塵子にはふれていない.

「大和本草」巻之十四水轟,轟 之上に



ヌカガ

蚊子 浮塵子 木草輩癒ノ附録二虫内子ア リ元

積云小蚊名虫内子又小ニシテ而黒者為蝶子 ト微ニ

シテ不可見與塵相浮シテ上下 スル者為浮塵子 ト

此二物皆蚊ノ類山野ニア リ微小ニシテ塵ノコト

シ人ノ肌ヲクラフ此二物ノ人 ヲサシタルハ蚊ノ

毒 ヨリ甚シ草間 ヨリ出テ人 ヲカム膜子ハ黒クシ

テ小二浮塵子ハ小ニシテ見ヱカタシ色白シ本草
トホ

及潜確類書二見エタリ能 ク人ノ衣二透 リ袖ヨリ

入テ人ノ肌ヲカンテ瘡 トナリ甚害人ヲ或大ナル
イセヱヒ

瘡 トナル ○本草海蝦 ノ鮮治ス山蚊子入ヲ人ノ肉

二初食瘡襲ス… 則愈

とあつて,浮 塵子はヌカガの1種,色 白く,山 野にい

て人の肌を喰うものであると記載 している.

本草家ではないが,尾 張の藩士天野信景は博学の士

であり,翁 が元條の初世か らその末年享保

の末頃までの凡そ40余 年の間に書きためた

随筆集に 「璽尻」がある.こ れには数種の

活版本があつて,夫 々誤植などを異にする

が,い ま井上頼囲 ・室松岩雄校訂の帝國=書

院刊(明 治40年)の ものによれば,巻 之四

十四に

辛卯の仲夏小轟あり形ち塵のことし

日く多 く人家に入 り肌にふる＼所所

々腫甚 しきは瘡となる或福富の日二

三十年年前此轟有 し灘ふかき年ある

にやと予これを考に本草及潜確類書

等に所謂浮塵子是也 或は竹轟人ふ

るれは痒痛す

本草に山蚊子人の肉に入 りたるに

海鍛の鮮を以て治する事あり浮塵

の害をも治すへきにや亦椴の葉の

汁付 るもよかるへ し

とあつて,こ こに述べるところは,上 記益

軒の述べるところとほぼ同じである.

本邦最古の百科辞典である 「和漢三才圃
ぶと

會」の巻之五十三に納子が図示されている

が,注 釈に 「本草綱目」をひいて虫莫子,浮

塵子などの文字がみえる。

「本草記聞」及び 「本草綱目啓蒙」の浮

塵子についてはすでにみたとお りで あ る

が,貝 原益軒が浮塵子をヌカガの1種 であ

るとして い る のに対し,小 野蘭山は浮塵子をあえて

「人の肌をクラフ」もとはしていない.即 ち益軒は浮

塵子が有毒能成瘡ことを重視 しているのであり,蘭 山

は與塵相浮而上下することを重視 しいるのであり,何

れが是,何 れが非とは判じ難いようである.

本邦最古の虫類図説である栗本瑞見の 「千轟譜」に

浮塵子の図がある.本 書は文化8年(1811)の 作 とい

われ,現 在原本の所在が不明である.私 が参照 したの

は東京大学の所蔵本で,書 中に 「田中芳男日ク云々」

の注釈があるから,江 戸末期或は明治初年の筆写にか

＼る爲本と思われるものであるが,本 書に図示する浮

塵子を第3図 に示した.こ こに図示するものは双翅目

の昆虫ではな く,こ れは明らかに原本の趣 を 失した

粗悪な爲本である.長 谷川仁氏(1961)が 「早春の昆

虫」と題 して 遺伝15(3):26に 紹介された千贔譜(国

会図書館蔵本)の 浮塵子は明らかに双翅目の昆虫が描

第3図.「 千 轟 譜」(写 本)の 浮 塵 子.



いてあり(私 信によつても確認),ま た瑞 見が 「本草

綱目啓蒙」からこの浮塵子を引用したことも歴然とし

ている.瑞 見は号を丹洲といい,本 草学者田村藍水の

子で,す ぐれた博物学者として令名をはせた.第3図

に示した浮塵子に単にウンカとだけ和名が付してある

のは,原 本から省略 して筆蔦したために浮塵子即ちウ

ンカとなつてしまつたもので,こ れをそのまま受取る

ことは大きな誤りを犯すもとになる.

長谷川仁氏の教 示によれば,前 田利保の 「最 譜 図

解」にも「浮塵子 ウンカ」として小型の双翅目昆虫が

図示されている由である.こ の 「轟譜図解」には 「千

鐡譜」から篤 した図が多 く入つていて,こ の浮塵子も

「千轟譜」の引用とみるべきものであろうという.

水谷豊文は江戸時代末期に名古屋を中心として興隆

を極めた尾張学派博物学の中心指導者といわれる人で

あるが,小 野蘭山について本 草 学 を修めた.そ の著

「物品識名」(文化6年(1809)刊)及 び 「物品識名

拾遺」(文 政8年(1825)刊)は 邦産動植物及び 鉱物

の和名と漢名をイロハ順に対出した名彙である.こ の

「物品識名」には

治に入つてからも安倍為任が 「新選物品識名」一巻を

編輯した.

「品物名彙」は安政6年(1859)の 「i」行で,本 書には

ウンカ 浮塵子

とある.ま た本書について2,3の 虫名を引用すれば

次の通りである.

ヌ カ ・"蜻 子

ブ ト 摸 子

ヌ カバ ヒ 虫蒙 爾

ヨ コブ エ サ子 モ リム シ 際 翼

サ 子 モ リム シ 縢 爾

漢名の次に爾,翼 などとあるのは引用書名で,夫 々

爾雅,爾 雅翼である.ウ ンカ 浮塵子 のように 引

用書名がないのは 「本草綱目所載者不著書名」という

ように,ウ ンカなどは明らかに 「本草綱目啓蒙」から

の引用である.

「新選物晶識名」は明治10年(1877)の 刊行であ

るが,本 書の奴之部に

ヌカぐ 虫内子 ,輩 叢附録蚊子ノ条

ヌカゴ 浮塵子 同上

とある.ま た 「物品識名拾遺」には

ウンカ 浮塵子 蛸子註

とあつて,前 著にある 浮塵子 ヌカゴ がウンカと

訂正された.こ れらが 「本草綱目啓蒙」から引用 した

和名であることは,前 著の凡例に 「然ルニ和名鋤倭本

草多識篇等以来今日二至ルマテ諸家ノ説一同ナラサル

モノ多シ晩生浅学モ トヨリソノ是非ヲ決スルコトアタ

ハス大抵小野蘭山先生ノ説二据ノミ」とあることか ら

も明らかである.興 味あることは,「 同拾遺」には

ヌカバヒ 虫蒙 爾雅

とあつて,前 著のヌカガ 虫内子,ヌ カゴ 浮塵子が省

略され,新 たにヌカバヒを加え,こ れに爾雅からひい

た嫁をあてたことである.

この種の名彙が博物学を修める者にとつて極めて便

利なもので,需 要が多かつたことは想像に難 くなく,

後年にも岡安定が 「品物名彙」一巻を著わ し,ま た明

ヌカ・ 虫内子 ヌカバヒ 蝶 ヌカゴ

浮塵子

とある.本 書の凡例には 「和名ノ下二漢名 ヲ輿フルハ

引書ニヨル我意ヲ以テ記スルニアラス」とある.し か

し出典は記してないが,こ こに ヌカゴ 浮塵子 と

あるのは,「 物品識名」から引用したものではなかろ

うか.付 言するならば,本 書にはウンカという虫名は

登載していない.

このように,所 謂本草学者の著書には,浮 塵子はヌ

カガ,ウ ンカ,ヌ カバイ,セ セ リ,カ ツボ,ヌ カゴ等

としてある.こ れ らは何れも元積のいう浮塵子をとり

違えたものではないと考えられる.ま た浮塵子をウン

カとしたものは,す べて 「本草綱目啓蒙」に準拠 した

もののようである.

次 に,本 草書ではないが,江 戸中期の国学者谷川士

清(1709-1776)の 辞書 「和訓栞」後編巻之三宇の部に

うんか 糠蚊の色白きものなり雲霞の義其多

きを云なり元棋の説に微不可見輿塵相浮上下

者為浮塵子といへる是也

とある.本 書の後編十八巻は野村秋足校訂して明治20



年はじめて上梓 したものであるという.こ こに引用 し

たのは前にものべたように1岐阜で活刷に付 したものに

よるが,こ の岐阜木の後編は谷川氏の原本へ柳増 した

ものである(「国書解題」による).従 つてここにあげ

たウンカに元愼の浮塵子をあてたのが原木のままであ

るかどうかはにわかには判じ難いが,若 しそうであれ

ば,「 本草綱目啓蒙」より以前に浮 塵子にウンカをあ

てたことになる.ま た,本 書は明治31年 に井上頼囲,

小杉棍邨が増補して 「増補語林倭訓栞」として門行さ

れた,同 書には

うんか 雲霞,も の＼多 くあつまりたるを,

うんかの如 くなどいひ,・今俗に蜆[イ ナムシ】

の多くわきて,わ ざはひ有をも,う んかとい

ふは多きかたより転じていふ也,唐 詩に多く

雲府といへるは,雲 の多くあつまりたるをい

ふ,此 語はもと1萸粛之が山讃に出たる雲霞之

府といふ事よりいひ出たり,又 雲霞といふも

この語をもととすべし類名

とある,同 呂:の凡例に 「此、tl:は,平田氏(篤 胤大人の

家)に 蔵せらる、,伴 信友うしの校正書入せられし倭

訓栞を基として,今 の 伴氏はかねて 知 る人なるをも

て,請 て出版せり」とその由来がのべてある.

7.

以上 考察したように,明 治初年までは虫名ウンカに

二義あつて,一 は双翅目の昆虫,主 としてユス リカ

の類をいい,こ れに浮塵子という漢字があてられた.

この用い方は,浮 塵子木来の意味をとり違えてはいな

い.他 は稲作害虫のウンカ ・ヨコバイ類を指し,ま た

稲作害虫の総称ともされた.こ の方は雲霞,蝉 嫡その

他の文字であらわされている.し か しこの両者が混同

されたことは決してなかつたようである.

しか し明治に入つてからこの両者の混同が起り,稲

作害虫のウンカに浮塵子を用いるようになつた。この

til:実は
,例 えば 明治11年 に 創円された農商務省発行

の 「農'b:月報」についてみれば明らかである.例 えば

本誌第7号(明 治12年)の 第1頁 に勧農局長松方正

義識すところの虫災諭言があつて

シキ

昨春以来各地虫災ノ報惇リニ至レリソノ虫種類
ハゲ

各差アリ而シテ其害ノ尤劇シキ者ヲ墨 クレハ三
ズイムシ ケムシ ウンカ

アリ即 蚊,虫 占蜥,浮 塵子是ナ リ

ウ ン カ

と述べてあり,更 に練木喜三が執筆する浮塵子の記事

がある.

農 商務省の前身内務省勧農局において,は じめて害

虫調査を行なつたのは,明 治初年か ら連年青森県下に

瞑虫の発生があり,明 治10年 に至つて しようけつを

極めたので,同 年,鳴 門義民 を 派遺 して調査と駆除

の指導に当らせたのが矯矢である。青森県下において

は,こ の虫害の原因がわからず,或 は気候の作用と

し,或 は肥料の醸生する所とするなど,諸 説紛々であ

つたというが,鳴 門義民の調査で,螺 虫の加害である

ことがわかつた.し かしその駆除法については苦慮 し

たもののようで,同 年,新 聞紙上に青森県下の虫害を

掲示 して広 くその駆除法を募集したのである.

江崎悌三博士(1955)が 「日本昆蟲 学史話」(昆虫,

23(3):120)と 題する論文の中で

明治時代に害巌の問題がクローズアップされ始

めたのは明治10年 頃か らである.そ の頃江戸

時代の本草学の伝統を伝えた人がなかつたわけ

ではない,し か しその人達さえも,も ともと植

物学などに比べると極めて貧 しかつた昆蟲学の

知識はすつかり忘れてしまつていた.内 務省勧

展寮あたりの官員さんがどんなにあわてたかは

やがてこの物語にも出て来るであろう.

と述べておられることは,こ の間の事情を物語つてい

るようで興味深い.

さて,明 治に入つて浮塵子を稲作害虫のウンカにあ

てるようになつたことについて,村 田藤七(1930)が

「稲作の大害 量浮塵子講座」(大 日本農会報,593:

61)と 題 する論説の中に

尤 も此浮塵子なる名穂の語原を採つて 見 るに,

此名隅は明治十年から十三年迄の間に,明 治初

年の動物学者,練 木喜三氏により創定されたも

ので,こ れは恐らく今 日で云ふセジロウンカ又

は トビイロウンカの大獲生の場合,成 轟の群飛

する状,或 は害蟲又 は其の脱皮殻 が株間の水

面に散鼠 して居る状景より名付られたものらし

く,此 名構 が 創定せられる迄は,稲 作害蟲 の
イナムシ

総爾である 蝿 なる名構を以て呼ばれ,或 は又
ウンカ サネモリムシ

雲霞,コ ヌカ轟,實 盛録等と呼ばれて居たもの

である.

で此浮塵子と云ふ字旬は之を其の儘,フ ヂン
ウンカ

シと讃む人もあるが,當 時雲霞なる名纏が一般

的に用ひられて居た関係で,浮 塵子と書いても



フヂンシと讃まず通常ウンカと讃んだもので,今

日でも同様ウンカと讃んで房 る.

と述べていることは極めて興味深い,こ こにいう創定

という表現は穏当ではなく,こ れは誤用とすべきであ

ろうが,明 治10年 前後から誤用が起つたと考えるの

は,私 も村田説とほぼ同様である.当 時勧農局にいた

佐々木長淳,石 渡正敏,田 中芳男,練 木喜三,鳴 門義

民,ILI1直瀬愛,平 野栄等が,害 虫調査時や或は地方か

ら寄せられた報告の中に方言にウンカという害虫があ

ることを知り,本 草書に 「ウンカ 浮塵子」とあるの

をみて,こ れを軽卒に用いたものであらうと推定され

るが,或 は最初に公表したのは松方正義,練 木喜三あ

たりであるかもしれない,そ の辺のことは,更 に明治

10年 前後の文書を渉猟すれば明らかになるであろう.

前、氾 「農喜月報」第7号 の136頁 か ら137頁 にかけ

て,練 木喜三が次のように書いている.

浮塵子 半翅類

祠1奈川県ノ報管下武蔵国橘樹郡子安村字打越二

於テ九月下旬一田中二稲葉ノ枯槁セルヲ発見シ

就キテ強スルニ董根二小虫撲集シ形蝉蟷ノ如シ

方言 「ウンカ」 ト稽ス(巾 略)其 虫タル艮サー

分許 リニシテ淡灰色ヲ帯 ヒタル羽翅 ト大赫色ナ

ル極小ノ羽 トヲ具シ籏々水上二脱殻ノ浮出スル

ヲ見 タリ未其名ヲ知ラス ト錐蓋大蔵永常力除蝶

録二言ヘル 「コヌカ虫」一名 「ウンカ」ノ類ナ

ランカ

これによれば,当 時,害 虫種名の同定に困惑 したこ

とがありありとうかがわれる.こ こに 「除鯉録」が引

用してあるが,す でにみたように,木 書に浮趣子とい

う文字はのせていないか ら,浮 塵子という文字をひい

たのは 「本草綱目啓蒙」,「千鍛譜」,「物品識名拾遺」

などではなかろうか.こ の三本は 田中芳 男 等の撰に

なる 「大H本 農史」巻末の農書解題にものせてあるか

ら,勧 農局の人達に早 くから利用されていたのではな

いかと思われる.

このように,明 治12年 には 「農事月報」に浮塵子

という文字が用いてある.と ころが,長 谷川仁氏の教

示によれば,「農事月報」第7号 が 発行される1ケ 刀

前,即 ち明治12年8月 に勧農局から 「鐙類名彙」とい

う出版物が発行されており,ウ の項に

ウンカ コヌカバヒ 浮塵子

とでている由である.同 氏は,こ れは明らかに 「本草

綱目啓蒙」の引用にすぎず,従 つてこの浮塵子は双翅

日のものを指すと解して おられる.囚 みに 「錨類名

彙」の編者は,長 谷川氏の研究によれば,勧 農局で養

蚕を担当していた松永伍作であるという.し か し,こ

の 「轟類名彙」が当時どれほど普及して,ウ ンカ(稲

作害虫)即 ち浮塵子という考えを広めたかは疑問であ

つて,長 谷川氏 もこの木はあまり利用 されなかつたの

ではないかと考えておられるようである.

ウンカ(稲 作害虫)即 ち浮」」;唖子という誤用を普及す

るのに1チつて極めて効果があつたと思われるものは,

明治14年!0月8口,4等 属鳴門義民名義でだされた

「鍛類名称区分」の達 しであろう.農 林省蔵版 「農務

眞1沫」第5巻 にこの達 しの全文が掲げてある.「顕末」

によれば,達 しに

方今各府縣 ヨリ虫宵ノ報陸績 トシテ絶ヘス然ル

ニ其虫名 々々ヲ記載スル往々粗蜘1ニシテ重状々

々識別ナシ難キコト屡有之候二付此際左ノ如ク

御照會相成度候也

というように,こ れは農務局が筈虫名の呼称を統一す

るために出されたもので,半 翅類*に は

アブラムシ ホウ セミ ウンカ
蛎 虫 椿象 蝉 浮塵子†等之二属ス

とある.ま た農務局の出版物としては鳴門義民訳 「晋

氏田囮鐡書」がある.木 書は明治14年11月51」lll版

版権届,明 治15年12月 の 田行にかかるもので,外 国

産Eupteryx属 の2種 に 「緑仏浮塵子」及び 「黄斑浮

塵子」という和名が与えてある.

このように農商務省農務局の発行にか＼る 「農事月

報」,「虫類名称区分方」達し,或いは 「寄氏田圃鐡瞥」

などが相侯つて,ウ ンカ(稲 作害虫)即 ち浮塵子とい

う誤用をますます普及させていつたものと瓜われる.

このようにしてみれば,明 治初年にウンカ即ち浮塵

子という誤用が起つたのは,誰 が最初に誤つたかとい

うことを詮索すべき性質のものではなく,当 時農務局

にいた人達が,全 国から寄せられる虫害の報告等にも

とついて害虫の同定や駆除対策に忙殺されたあまり,

従来の博物学を十分に研究するいとまもなく誤つてし

まつたものとみるべきものではなかろうか.

*「 農 務 顧末 」 に は羊翅 部 とあ り
,こ れ は 明 らか に

半翅 部 の誤 植 で あ る。

+「 農 務顛 末 」 に は 浮 堂子 となつ て い る が,長 谷 川

氏 の教 示 に よれ ば,実 際 に千 葉 県 下 で 印刷 し配布

され た もの に は 浮塵 子 とあ る由 で,従 つ て 浮 堂 子

は 「顛 末 」 の誤 記 或 は 誤植 であ る.


